
３DVCAMの開発とその加工効果

VCADVCADのもつ表現機能とシミュレーション機能を活用のもつ表現機能とシミュレーション機能を活用したしたVolumeVolumeファブリケーションファブリケーション

手法の応用および検証手法の応用および検証

VCADVCADからのからのVolumeVolumeデータを利用したデータを利用した加工・成形シミュレーション手法加工・成形シミュレーション手法、並びに新計、並びに新計

測手法を導入した測手法を導入したフィードバックシステムフィードバックシステム

ナノレベルでの表面精度を持つ「ナノレベルでの表面精度を持つ「3D3Dナノファブリケーションシステム」を具ナノファブリケーションシステム」を具

現化する現化するVCAMVCAMシステムを開発するシステムを開発する

ボリュームボリュームCADCAD（（VCADVCAD）システム）システムとはとは……

• 3次元形状情報に加え物性情報をもつボリュームデータを扱える全く新しい
CAD

• ものの内部構造や不均一な内部の物理属性もそのまま表現できる

• V-CADを「もの」を表現するための基盤とすることにより、CAD、シミュレー
ション、CAM、CATが完全に統合される

本研究の構想 ＶＣＡＭのシステムフロー

ＶＣＡＭの概要

法線方向算定機能

法線方向算定手順
1. P00 、P01 、P11 から単位法線ベクトルV0を求める。
2. P01 、P02 、P11 から単位法線ベクトルV1を求める。
3. P10 、P11 、P21 から単位法線ベクトルV2を求める。
4. P11 、P12 、P21 から単位法線ベクトルV3を求める。
5. V0、V1、V2、V3 を加え、単位法線ベクトル化したものを

P11の法線ﾍﾞｸﾄﾙVp11とする。

ＶＣＡＭ２Ｄによる応用加工事例

ボクセルデータ

八分木データ
加工後のレンズ金型

長田三角形パッチ用いたVＣＡＭの応用加工事例

PV21.298nm
Ra3.171nm
Rms3.964nm

表面粗さ

加工形状精度

Ｆ-θレンズのイメージ

形状設計値
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これからの
ナノプレシジョン加工への展開

小径ポリシングツールによる各種除去
量不均一材料のナノプレシジョン研磨

CPUデバイスの

平坦化研磨

異種材料の同時研磨

除去量不均一材料の研磨
修正研磨シミュレー
ションの結果
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Development of 3DVCAM Software and It’s Applications


